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セグメントの概況(1)

乗合業においては、４月に道路狭隘地区における利便

性の向上を図るため、上大岡駅～日野ヶ丘循環線の運行

を開始しました。５月にはノンステップ連節バス「ツインライ

ナー」を湘南台、本厚木に続いて都内初となる町田バスセ

ンター～山崎団地センター間において運行を開始し、高効

率な輸送を実現するとともに、町田バスセンター周辺の渋

滞緩和に努めました。また、10月には伊勢原営業所秦野

操車所管内において乗降方法を「中乗り・前降り」方式に

変更し、利用者利便の向上に努めるとともに、12月には相

模大野・町田～三井アウトレットパーク木更津線を開設す

るなど、新規顧客の獲得を図りました。さらに１月には、当

社グループ初となるデマンドバスの実証実験運行を、中井

町全域と隣接する秦野市、二宮町の一部地域において実

施するとともに、３月には厚木バスセンター～そりだハイツ

前～宿原入口線の運行を開始し、利便性の向上を図りま

した。また、ドライブレコーダの導入を路線バス全車両で完

了させ、更なる安全性の向上に努めました。あわせて、前

年度における震災の影響からの回復などにより増収となり

ました。

一般旅客自動車運送事業

12月に運行を開始した
「相模大野・町田～三井アウトレットパーク木更津線」

分譲業においては、平塚市めぐみが丘にて９棟の建売

分譲および３区画の宅地分譲を行ったことにより増収と

なりました。また、賃貸業においては、４月より新たに「舞

岡貸店舗」の賃貸を開始いたしましたが、老朽化したビ

ルの建替えやテナントの入替えに伴う賃料の減により減

収となりました。

貸切業においては、稼働増を図るため日帰り旅行を

実施するとともに、旅行会社への積極的な営業活動に

努めたことにより、新規取引先の増加や大口受注につ

ながり増収となりました。

乗用業においては、羽田空港への定額運賃サービ

スの利用が堅調に推移するとともに、４月に神奈中タ

クシーグループによる共同配車を伊勢原・厚木地区に

導入し、実施エリアを拡大することで利便性の向上を

図りましたが、乗務員不足による稼働減により減収と

なりました。

不動産事業

湘南めぐみが丘 建売分譲

ノンステップ連節バス「ツインライナー」
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セグメントの概況(2)

スポーツ施設業においては、10月に元プロテニス

プレーヤーを招致したレッスン会や、12月および３

月にジュニア向け短期スイミング教室を実施したこ

とに加え、ジュニアアスリートの各種大会での好成

績の寄与により会員数が増加し、増収となりました。

ゴルフ場業においては、伊豆市が実施しているイ

ンバウンド観光客の受け入れや、新たに外部のイン

ターネット予約システムとの連携などによる集客の

強化を図ったことにより増収となりました。

温浴業においては、４月に「湯快爽快たや店」の

施設リニューアルを実施するなど集客の強化を図っ

たことにより増収となりましたが、遊技場業において

は、新たに開店した近隣施設との競合などにより利

用客数が減尐し減収となりました。

飲食・娯楽業においては、５月に「はなまるうどんミ

スターマックス湘南藤沢店」、７月に「らーめん花樂

大船店」のリニューアルを実施し、新規顧客の獲得

に努めました。また、期間限定メニューの提供や各

種キャンペーンを行うなど、顧客満足度の向上に努

めました。しかしながら、２月に「ケンタッキーフライド

チキン秦野駅前店・渋沢駅前店」を事業譲渡すると

ともに、同月に「ＴＳＵＴＡＹＡ港南台２号店」、３月に

「ＴＳＵＴＡＹＡ原当麻駅東店」をそれぞれ閉店し不採

算店舗の整理を進めたことに加え、レンタル業にお

ける競合店との価格競争の影響により減収となりま

した。

ホテル業においては、宿泊部門において各種団体

やエージェントへの販促活動を強化するとともに、飲

食部門において季節の食材を活かした各種イベント

を実施するなど積極的な営業活動を推進しましたが、

前期のカタログ販売の特需の影響により減収となり

ました。

その他の事業においては、総合ビルメンテナンス

業における設備更新工事の受注増や、商用車架装

の台数が増加したことなどにより増収となりました。

レジャー・スポーツ事業 その他の事業

「湯快爽快 たや店」

モデルチェンジを行った
「メルセデスベンツ Bクラス」

自動車販売事業においては、商用車販売がエコカ

ー補助金・減税による代替の前倒し効果ならびに東

日本大震災の復興需要により好調に推移するととも

に、輸入車販売においてもモデルチェンジの効果に

加え、ショッピングモール等での展示会を定期的に

実施するなど積極的な営業活動に努めたことにより

販売台数が増加し、増収となりました。

自動車販売事業
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連結決算の範囲

《主な連結会社》

【一般旅客自動車運送事業】神奈川中央交通㈱、相模中央交通㈱、神奈中ハイヤー㈱

【不動産事業】 神奈川中央交通㈱、相模中央交通㈱、神中興業㈱

【自動車販売事業】 神奈川三菱ふそう自動車販売㈱、神奈中相模ヤナセ㈱

【レジャー・スポーツ事業】 ㈱クリエイトL＆S

【その他の事業】 ㈱神奈中商事、㈱アドベル

㈱神奈中情報システム、横浜ビルシステム㈱

神奈中グループ 子会社27社、関連会社3社

うち 連結子会社 27社

持分法適用会社 2社 (大山観光電鉄㈱・㈱小田急保険サービス)
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連結損益計算書

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 110,920 109,191 1,729 1.6
自動車販売事業（商用車販売の増他）＋765
その他の事業（総合ビルメンテナンス業受注増他）＋595

営 業 利 益 6,168 5,238 929 17.8 一般旅客自動車運送事業減価償却費の減＋772

経 常 利 益 5,658 4,553 1,105 24.3
営業外収益の増＋35
営業外費用の減＋139

特 別 利 益 1,352 425 926 217.6 受取補償金の増＋657、固定資産売却益の増＋303

特 別 損 失 834 984 ▲ 149 ▲ 15.2 固定資産除却損の減▲169

当 期 純 利 益 3,798 2,408 1,390 57.8

（単位：円）

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

61.38 38.89 22.49
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特別利益及び特別損失の主な内訳

1. 特別利益

(1) 固定資産売却益 352 百万円 …峡の原操車所土地売却益等

(2) 受取補償金 676 百万円 …峡の原操車所物件補償金等

(3) 補助金 200 百万円 …乗合バス購入補助金等
　　　→特別損失・固定資産圧縮損と両建て

2. 特別損失

(1) 固定資産除却損 196 百万円 …遊技機械の代替による除却損等

(2) 固定資産圧縮損 193 百万円 …補助金による圧縮損
　　　→特別利益・補助金と両建て

(3) 投資有価証券評価損 214 百万円
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連結貸借対照表(1)

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

流　動　資　産 17,047 17,276 ▲ 229 ▲ 1.3 受取手形及び売掛金▲654

固　定　資　産 122,044 118,518 3,525 3.0

有 形 固 定 資 産 100,765 101,612 ▲ 846 ▲ 0.8 減価償却による減

無 形 固 定 資 産 968 976 ▲ 8 ▲ 0.9

投資その他の資産 20,310 15,928 4,381 27.5 投資有価証券＋4,602

139,091 135,794 3,296 2.4資　産　合　計
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連結貸借対照表(2)

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

流　動　負　債 44,955 51,671 ▲ 6,716 ▲ 13.0 短期借入金▲7,063

固　定　負　債 56,479 53,912 2,567 4.8 繰延税金負債＋1,854、長期借入金＋1,579

101,435 105,584 ▲ 4,148 ▲ 3.9

株　主　資　本 29,737 26,249 3,488 13.3 利益剰余金＋3,489

4,883 1,361 3,522 258.7 その他有価証券評価差額金＋3,490

尐 数 株 主 持 分 3,034 2,599 434 16.7

37,655 30,210 7,445 24.6

139,091 135,794 3,296 2.4

（単位：円）

559.41 446.12 113.291 株 当 た り 純 資 産 額

負 債 純 資 産 合 計

純　資　産　合　計

負　債　合　計

そ の 他 の 包 括利 益累 計額
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連結キャッシュ･フロー計算書

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

10,807 10,277 530 5.2
税金等調整前当期純利益の増＋2,181
減価償却費の減▲948

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

▲ 4,371 ▲ 4,194 ▲ 177 ▲ 4.2
固定資産の取得による支出の増▲1,199
投資有価証券の償還による収入の増＋500

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

▲ 6,872 ▲ 7,101 228 3.2 長期借入れによる収入の増＋1,620

現金及び現金同等物
増 減 額

▲ 436 ▲ 1,018 581 57.1

現金及び現金同等物
期 末 残 高

2,476 2,913 ▲ 436 ▲ 15.0
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セグメント情報(一般旅客自動車運送事業)

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 58,255 57,693 562 1.0
乗合業＋381
貸切業＋247

営 業 利 益 2,344 1,495 849 56.8
乗合業＋592
貸切業＋172

資 産 53,783 55,460 ▲ 1,676 ▲ 3.0

減 価 償 却 費 4,253 5,025 ▲ 772 ▲ 15.4

減 損 損 失 29 － 29 －

有 形 及 び 無 形
固 定 資 産 の 増 加 額

3,607 2,887 720 24.9



１０

セグメント情報(不動産事業)

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 4,658 4,368 289 6.6
分譲業（めぐみが丘）＋364
賃貸業（下北沢ビル他）▲74

営 業 利 益 2,020 1,935 85 4.4 当社賃貸原価修繕費の減＋131

資 産 40,860 40,322 538 1.3

減 価 償 却 費 808 877 ▲ 68 ▲ 7.8

減 損 損 失 － 21 ▲ 21 ▲ 100.0

有 形 及 び 無 形
固 定 資 産 の 増 加 額

1,502 364 1,138 312.5 高島町賃貸マンション建設＋1,263
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セグメント情報(自動車販売事業)

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 21,355 20,537 818 4.0
商用車販売の増＋744
輸入車販売の増＋73

営 業 利 益 461 588 ▲ 126 ▲ 21.5
人件費の増▲91
修繕費の増▲29

資 産 13,277 13,025 251 1.9

減 価 償 却 費 232 253 ▲ 21 ▲ 8.4

減 損 損 失 － 83 ▲ 83 ▲ 100.0

有 形 及 び 無 形
固 定 資 産 の 増 加 額

377 1,567 ▲ 1,190 ▲ 75.9
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セグメント情報(レジャー･スポーツ事業)

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 9,442 9,884 ▲ 442 ▲ 4.5 遊技場業▲522

営 業 利 益 480 414 65 15.9
ゴルフ場業＋51
スポーツ業＋48

資 産 11,248 11,522 ▲ 273 ▲ 2.4

減 価 償 却 費 408 445 ▲ 36 ▲ 8.3

減 損 損 失 0 － 0 －

有 形 及 び 無 形
固 定 資 産 の 増 加 額

320 385 ▲ 64 ▲ 16.8
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セグメント情報(その他の事業)

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 28,162 26,657 1,504 5.6
総合ビルメンテナンス業受注増＋826
流通業（石油売上の増他）＋471

営 業 利 益 1,019 916 102 11.2 総合ビルメンテナンス業＋105

資 産 24,106 23,185 921 4.0

減 価 償 却 費 352 402 ▲ 49 ▲ 12.3

減 損 損 失 59 81 ▲ 21 ▲ 27.0

有 形 及 び 無 形
固 定 資 産 の 増 加 額

241 219 21 9.9
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単体損益計算書

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 52,767 52,534 232 0.4
（自動車業）利用客数の増他＋419
（不動産業）分譲の増他＋356
（飲食・娯楽業）レンタル・物販業収入の減他▲507

営 業 利 益 3,604 2,902 702 24.2 （自動車業）償却費の減＋789

経 常 利 益 3,289 2,381 908 38.1

特 別 利 益 1,298 317 981 309.7
受取補償金の増＋650
固定資産売却益の増＋279

特 別 損 失 356 546 ▲ 190 ▲ 34.8
固定資産除却損の減▲90
固定資産圧縮損の減▲56

当 期 純 利 益 2,687 1,584 1,103 69.6

（単位：円）

1株当たり当期純利益 43.43 25.59 17.84
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単体貸借対照表

（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成24年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

流　動　資　産 6,634 6,588 46 0.7 現金及び預金＋68

固　定　資　産 91,796 88,316 3,480 3.9 関係会社株式＋3,330

98,431 94,904 3,526 3.7

流　動　負　債 27,442 32,729 ▲ 5,286 ▲ 16.2 １年内借入金･社債▲6,104、未払法人税等＋1,052

固　定　負　債 47,574 44,029 3,544 8.1 借入金＋2,173

75,016 76,758 ▲ 1,742 ▲ 2.3

23,414 18,146 5,268 29.0
その他有価証券評価差額金＋2,859
利益剰余金＋2,378

98,431 94,904 3,526 3.7

（単位：円）

378.34 293.20 85.14

資　産　合　計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

負　債　合　計

純　資　産　合　計

1 株 当 た り 純 資 産 額



平成26年3月期の業績予想
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連結業績予想

（単位：百万円）

平成26年
3月期予想

平成25年
3月期

増減額
増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 106,700 110,920 ▲ 4,220 ▲ 3.8
自動車販売事業＋1,239、
レジャー・スポーツ事業▲4,886、その他の事業▲1,377

営 業 利 益 5,270 6,168 ▲ 898 ▲ 14.6

経 常 利 益 4,650 5,658 ▲ 1,008 ▲ 17.8

特 別 利 益 840 1,352 ▲ 512 ▲ 37.9 受取補償金▲664

特 別 損 失 430 834 ▲ 404 ▲ 48.5 投資有価証券評価損▲214

当 期 純 利 益 3,030 3,798 ▲ 768 ▲ 20.2

（単位：円）

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

48.96 61.38 ▲ 12.42
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セグメント別業績予想

（単位：百万円）

平成26年
3月期予想

平成25年
3月期

増減額
平成26年
3月期予想

平成25年
3月期

増減額

一 般 旅 客 自 動 車
運 送 事 業

59,070 58,255 814 2,020 2,344 ▲ 324
［売上高］乗用業収入の増
［営業利益］燃料費の増他

不 動 産 事 業 4,720 4,658 61 2,170 2,020 149
［売上高］賃貸業収入の増
［営業利益］分譲原価の減

自 動 車 販 売 事 業 22,590 21,355 1,234 280 461 ▲ 181
［売上高］商用車販売の増

［営業利益］人件費の増他

レジャー・ スポーツ
事 業

4,530 9,442 ▲ 4,912 210 480 ▲ 270 ［売上高］遊技場業会社分割による減

そ の 他 の 事 業 26,660 28,162 ▲ 1,502 820 1,019 ▲ 199 ［売上高］総合ビルメンテナンス業の減

売　上　高 営　業　利　益

主　な　要　因
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単体業績予想

（単位：百万円）

平成26年

3月期予想

平成25年

3月期
増減額

増減率
(%)

主　　な　　要　　因

売 上 高 52,400 52,767 ▲ 367 ▲ 0.7 飲食・娯楽業収入の減

営 業 利 益 3,290 3,604 ▲ 314 ▲ 8.7 自動車業燃料費の増他

経 常 利 益 2,940 3,289 ▲ 349 ▲ 10.6

特 別 利 益 330 1,298 ▲ 968 ▲ 74.6 受取補償金の減

特 別 損 失 330 356 ▲ 26 ▲ 7.3 減損損失の減

当 期 純 利 益 1,861 2,687 ▲ 826 ▲ 30.8

（単位：円）

1株当た り当 期純 利益 30.09 43.43 ▲ 13.34


